




























































































　評価規準は、前述した育成したい人材の目標を、知識・理解、能力・スキル、意欲・情
意という JSTの示す 3つの観点から、主題に応じて具体化して設定した。

③　今後に向けて
　次年度の課題は、2点である。1点目に、第 1段階教育プログラムにおける児童生徒の
学びを、より自由度の高く発展的な内容についての探究につなぐ第 2段階教育プログラ
ムの企画・実施である。この課題に取り組むために、第 1段階教育プログラム中では、
学習をとおして改めて知りたくなった問を言葉にする機会を定期的に設けてきた。例えば、
上掲の「酸塩基」の授業後には、「身近な他の食材で試したらカラフルなそばを作れるの
ではないか」といった問が生まれている。児童生徒から自発したこうした問を、科学的探
究に値する課題へと精緻化し、調査や実験をとおして深く掘り下げるプログラムを実施す
ることができれば、児童生徒の学びを継続的に深めていくことが可能となるだろう。
　2点目の課題は、協調学習の授業づくりプロジェクトに参加する自治体と連携し、教育
プログラム実施の場を広げることである。CoREFの本務である協調学習の授業づくりプ
ロジェクトと本企画を連動させることにより、協調学習をとおして発展的探究に値する問
を見出した児童生徒が、問について探究を深め、上級学年・学校でのより質の高い学びに
結び付ける機会を提供することが可能となる。
　学校内外の学びの場が連携して、発展的探究意欲の高い児童生徒のニーズに応えていく
ことは、その児童生徒だけでなく、全ての児童生徒の学びの質の向上をもたらしうる。例え
ば、育成塾で学んだ小学校 6年生がいれば、中学校で「酸・アルカリ」の単元を扱う際に
その学習成果を活かせる授業をデザインすることによって、この児童生徒を核としたより質
の高い学び合いを教室で引き起こすことができるだろう。従来、学校外の教育支援による科
学技術人材育成の事業は、ともすれば、一部の児童生徒だけに特別な学習機会を提供する
事業にとどまりがちな傾向があった。それに対し、CoREFが構想しているのは、全ての人
には自分で考えて学ぶ資質・能力が平等に備わっており、状況さえ整えば学ぶ力を発揮で
きるということを前提として、教室の授業で教科内容の理解を深めた先に生まれるはずの一
人ひとりの新たな問をより深く探究し、教室に持ち帰れる知識の質を上げる機会を提供する
事業である。基盤にあるのは、協調学習の授業づくりプロジェクトと共通の発想なのである。
（ 3 ）大学入学者選抜改革推進委託事業
　「連携の広がり」として、次に取り上げるのは、大学入学者選抜改革推進に関する文科
省委託事業「高大での教育改革を目指した理数分野における入学者選抜改革」である。平
成 28年度から 3年間の事業として、10の大学の連携事業としてスタートした。
　この事業の目的は、学習指導要領改訂による理数教科の改革をふまえ、大学入試を視野
に、理数分野における思考力等を多面的・総合的に評価する手法や問題開発等を行うこと
である。東京大学は「理工系人材に求められる知識、資質・能力」を明らかにする研究グ
ループに参加しており、CoREFが実務を担っている。
　CoREFの協調学習の授業づくりプロジェクトは、長期的な目的として、児童生徒が生
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涯に亘って、資質・能力を使いながら理解を深め、深まった理解をより質の高い思考や表
現につなげる学びのサイクルを回しながら、自分自身の学びの力を伸ばし続けていく学び
方を自分のものにしてくれることを目指している。授業づくりプロジェクトでは、初等中
等教育における授業という万人にひらかれた学びの場を対象に、こうした「学び方の学び」
の基盤をつくることに日々取り組んでいる。他方、日々の授業実践は、良くも悪くも高校
や大学の「入試」に影響されて成立しているし、子ども達の生涯の学びのプロセスにおい
ても、「入試」は重要な一局面である。そこで、長期的な目的を意識したときに、「入学者
選抜」のあり方を考えることも重要な課題となる。
　今年度は、アクティブ・ラーニング型授業を中核とした高大連携「実践学講座」の企画・
実施・振り返りをとおして、高大接続への応用について検討した。具体的には、CoREF
が平成 25年度から継続的に実施してきた「知の協創：実践学体験トライアル講座」の枠
組を活用し、東京大学の様々な研究主題をテーマに、高校生と大学生や院生がともに探究
しうる実践的な課題を設定し、「知識構成型ジグソー法」による授業と、研究室訪問や専
門家とのディスカッションなどを組み合わせたプログラムを実施している。今年度は、
「Kavli数物連携宇宙研究機構（Kavli IPMU）」と連携し、「物理を学ぶ、物理を作る～
高校物理から宇宙研究の最先端へ～」を主題にプログラムを作成した（表 26）。プログラ
ムを受講したのは、CoREFと連携する教育委員会学校等からの資料配布に応じて集まっ
た東京都と埼玉県の公立高校 1・2年生 35名と、（2）で述べた「ジュニアドクター育成塾」
第一段階教育プログラムの特別講座として参加した中学生 5名である。

〇初めの課題：「科学者は宇宙の謎をどれくらい理解している？（10段階＋理由）」
〇 知識構成型ジグソー法演習：「研究者たちが宇宙の観測からみつかった〈謎〉を説明するためにた
てた仮説とは」
　Exp.A＜力学質量法と光度質量法＞　Exp.B＜重力レンズ効果＞　Exp.C＜銀河の回転曲線問題＞
〇 Kavli IPMU村山斉機構長講義
〇「宇宙の謎／科学者の仕事について見えてきたこと、もっと知りたいこと」ポスターセッション
○ 終わりの課題：改めて、「科学者は宇宙の謎をどれくらい理解している？（10段階＋理由）」＋知
りたくなったこと

表 26　平成 29年度「実践学講座」のプログラム

　表 26をご覧になると、CoREFの事業は「大学入学者選抜改革推進委託事業」という
言葉のイメージにはそぐわないように見えるかもしれない。しかし、私たちは、「入試」
の本質は、一度限りの画一的な一斉試験で正答数を競うことよりは、一人ひとりが積み上
げてきた多様な学びの力の実態を、様々なデータをもとに、できるだけ正確に把握するこ
とにあると考えている。これは、中央教育審議会答申における高大接続改革の基本的な考
え方と通ずるものである2。
　こうした観点にたつと、実践学講座のように、高校までに身に着けてきた知識や思考力
を、大学院生や研究者から提供される新しい知識も結びつけながら使ってみて、実践的で
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答えのない問いを探究する機会を設定することは、一人ひとりが積み上げてきた多様な学
びの力の実態に関する様々なデータを集める機会として、目指す「入試」の肝となりうる
活動だと言える。
　例えば、表 27は、今年度の実践学講座において、表 26に示した初めと終わりの課題
について同じ受講者が書いた答えの例である。こうしたデータは、「『重力レンズ効果』に
ついての正しい説明を 4つの選択肢から選べ」といった問の正答率というようなデータ
に比べ、生徒の多様な力の見とりに資する。例えば、能力・スキル面に着目すると、どち
らの生徒も講座中の対話や資料読解、講義をふまえて自分自身の考えをより良くしていく
高いレベルの協調問題解決力を有していることがわかる。他方でそうしたスキルを使って
深まった理解の向こうに見据えている課題はそれぞれ異なっている。生徒 Xは、目に見
えないものごとの仕組をとらえる「理論」を構成し、それを使いながら謎を解いていくと
いう科学の学び方そのもの、生徒 Yはそうした科学の学び方をとおして見えてくる具体
的な事実や研究法に興味を持っていることがわかる。

講座前 講座後

生
徒
X

4
・宇宙の中で人間の目で見られる範囲はほとん
ど一点でしかないから。

4

・見えるものは少なくても理論で
様々なことが言える。しかし、地
球の外にあるものはほとんど光で
しか観測できないから、それ以
外のもので存在するのはたくさん
あるかもしれない。

・宇宙のさらに外についてダークマターに
も種類があるのか。
・ダークマター以外に科学者の間で認識さ
れている謎はあるのか。

生
徒
Y

3

・この間、NHKの番組で宇宙について取り上
げているものがあった。そこに出てきた物理学
者は、われわれ人間は宇宙のすべてを知る権
利すらないと言っていたから。
・暗黒物質のこととか、他の素粒子のこととか、
まだわかっていないから。

2

・宇宙のはじまり、おわり、はじ
まる前、ダークマターなどなど、
根本となるところが分かっていな
いから。

・宇宙のはじまりを知りたい、研究してみ
たい。
・ダークマターがあるのは確かなのだけれ
ど、まだ実感がわかないので、XMASSや
LHC実験でとれたデータを見てみたい。自
分がこの研究にかかわって、見つけたい。

表 27　平成 29年度「実践学講座」の前後理解比較課題への解答例

　もちろん、このように、児童生徒の豊かな学びの事実を浮かび上がらせるデータが集まっ
てくると、選抜することはかえって大変になる。選抜する側にも「どういう資質・能力を
使って、何ができる生徒を選抜したいか」という規準をもっと明確にすることと、試験の
製作（作問や状況設定）も他人任せにせずに、自分たちが評価したい学びの力が評価でき
る試験のあり方を深く検討することが求められるだろう。CoREFの「大学入学者選抜改
革推進委託事業」から得られた知見をもとに、様々な大学や評価主体が今後こうした視点
から自分たちの「入試」を見直すための、指針を提供することを目指すものである。

2 　「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学
者選抜の一体的改革について（答申）」（2015年 12月 22日）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1354191.htm
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番号 日時 主催 名称 主な対象 カテゴリ
80 10月 2日 山形県立酒田東高等学校 探求型学習体制構築を図る研修会 学内教職員 校内研修
81 10月 4日 静岡県立静岡東高等学校 静岡東高校校内研修会 学内教職員 校内研修
82 10月 6日 福井県教育総合研究所 高校数学予習型授業研究グループ　公開授業・授業研究会 県内数学教員、教育総合研究所員等 専門研修
83 10月 9日 一般社団法人日本 LD学会 2017年度　第 26回大会（栃木） 学会正会員、一般 一般向け
84 10月 11日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 2回埼玉研修　講

義・演習「知識構成型ジグソー法について①、②」 フィリピン教育省教育行政担当者等 専門研修
85 10月 11日 埼玉県教育委員会 平成 29年度　高等学校初任者研修　授業力向上研修Ⅳ 県内高校初任者 年次研修
86 10月 12日 静岡大学教育学部附属静岡中学校 静岡大学教育学部附属静岡中学校教育研究協議会 県内外の教員及び教育関係者 専門研修
87 10月 12日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 2回埼玉研修　会

場校研修（埼玉県立伊奈学園中学校） フィリピン教育省教育行政担当者 専門研修

88 10月 13日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 2回埼玉研修　講
義・演習「知識構成型ジグソー法について③、④」 フィリピン教育省教育行政担当者 専門研修

89 10月 13日 飯塚市立鯰田小学校 校内研修会 校内教職員 校内研修
90 10月 16日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 2回埼玉研修　講

義・演習「知識構成型ジグソー法について⑤」 フィリピン教育省教育行政担当者 専門研修

91 10月 16日 鳥取県教育センター 平成 29年度　教科・領域指導力向上ゼミナール「学習科学メ
ンター育成コース」4 県内教員 専門研修

92 10月 17日
‒18日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町における協調学習の校内研修 町内小中学校教員 校内研修

93 10月 21日 東京大学　CoREF 平成 29年度　第 6回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
94 10月 22日 東京大学　CoREF AL型授業の実践的力量向上を支える行政の取組に関する研究会 関係各自治体指導主事 指導主事研修
95 10月 23日 大分県教育委員会 平成 29年度　第 3回授業スキル研究会 授業改善の推進的役割を担う高等学校教員 専門研修
96 10月 24日 豊後高田市教育委員会 豊後高田市マネジメントリーダー研修会 市内教職員 専門研修
97 10月 25日 鳥取県教育センター 学びの文化祭 県内高校教員 専門研修
98 10月 27日

‒28日
飯塚市教育委員会
東京大学 CoREF 新しい学びプロジェクト研究協議会 in飯塚 プロジェクト参加教員／近隣小中高等学校教員

指導主事 専門研修
99 10月 29日 熊本大学 英語教育セミナー 九州地区の現職高校・中学校英語教員等 専門研修

100 10月 30日 竹田市立竹田南部中学校 授業研究会 学内及び大分県内教職員 専門研修
101 10月 31日 有田川町教育委員会 平成 29年度　新しい学びプロジェクト授業研究会及び講演会 町内小・中学教職員 専門研修
102 11月 1日 倉敷南高等学校 校内研修会 校内教職員 校内研修
103 11月 6日 日南町立日南小学校・中学校 日南小中合同研修会 校内教職員 校内研修
104 11月 7日 鳥取県教育センター 平成 29年度　学習科学セミナー3 県内教員 専門研修
105 11月 8日 福島県教育委員会 平成 29年度　学力向上連絡協議会 進路指導主事並びに進路担当者等 専門研修
106 11月 9日 埼葛中学校長会事務局 平成 29年度　北埼玉地区中学校長会及び埼葛中学校長会合同

研究協議会 埼玉県北埼玉地区及び埼葛（地区）中学校長 管理職研修

107 11月 10日
‒11日

せらにし教育研究会
東京大学 CoREF 新しい学びプロジェクト授業研究会 inせらにし プロジェクト参加教員／近隣小中高等学校教員

指導主事 専門研修
108 11月 10日 埼玉県立総合教育センター 平成 29年度　県公立学校等　新任教頭研修会 県内高校新任教頭 管理職研修
109 11月 13日

‒14日 静岡県教育委員会 平成 29年度　公立小中学校「教育課程編成・実施研修協議会」
含む「新学習指導要領対応授業力向上研修」 公立小中学校主幹教諭・教務主任 専門研修

110 11月 17日 埼玉県立総合教育センター 平成 29年度　県公立学校等　新任校長研修会 県内高校新任校長 管理職研修
111 11月 18日 目白大学 公開講座　兼　本学園 FD／SD研修会 学内教職員／一般 一般向け
112 11月 21日 福井県立武生東高校 高校数学授業づくり研究グループ　公開授業・授業研究会 県内数学教員、教育総合研究所員等 専門研修
113 11月 25日 埼玉県教育委員会

東京大学　CoREF 未来を拓く「学び」プロジェクト　第 2回カンファレンス プロジェクト参加教員 専門研修
114 11月 25日 学習院大学 教育学研究会 教育学科の学生、院生、教員、卒業生 一般向け
115 11月 27日 戸田市教育委員会 平成 29年度　戸田市アクティブ・ラーニング実践協議会 実践協議委員、研究拠点校校長、担当指導主事 専門研修
116 11月 27日 久喜市立江面第二小学校 校内研修 校内教員 校内研修
117 11月 29日 島根県教育委員会 「知識構成型ジグゾー法」研修会 県立公立高等学校等学校教員 専門研修
118 11月 30日 Aksorn Education Public Company Limited Thailandʼs Education Leader Symposium 2017 教育関係者 一般向け
119 11月 30日

‒12月 1日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町における協調学習の校内研修 町内小中学校教員 校内研修
120 12月 5日 山形県教育委員会 平成 29年度　探究型学習推進研究会 県立高等学校等学校教員 専門研修
121 12月 5日 山形大学附属中学校 平成 29年度　校内研修会（全体研修研） 学内教職員 校内研修
122 12月 7日 東神楽町教育委員会 平成 29年度　東神楽町「新しい学び」授業研究会 町内小・中学教員等 専門研修
123 12月 8日 静岡県総合教育センター 次期学習指導要領対応授業力向上研修第 2回 特別支援学校教員、高等学校教員 専門研修
124 12月 8日 鳥取県教育センター 平成 29年度　教科・領域指導力向上ゼミナール「学習科学メ

ンター育成コース」5 県内教員 専門研修
125 12月 8日 久喜市立江面第二小学校 校内研修 校内教員 校内研修
126 12月 9日 国立附属学校授業づくりネットワーク事務局 次世代の学びと評価の研究会 国立附属学校教職員 専門研修
127 12月 11日 川口市教育委員会 川口市教職員研修　高等学校教育課程研修会③ 市内高校教員 専門研修
128 12月 16日 東京大学　CoREF 平成 29年度　第 7回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
129 12月 22日 埼玉県立日高高等学校 授業研究会 校内教職員 校内研修
130 12月 23日 東京大学　CoREF 協調学習の授業づくりを支援する研修についての研究会 プロジェクト参加自治体指導主事 指導主事研修
131 12月 26日 学校法人清風学園 アクティブ・ラーニング研修 学内教職員 校内研修
132 1月 6日 臨床教科教育学会 第 16回臨床教科教育学セミナー 学会員、一般 一般向け
133 1月 9日 静岡県総合教育センター 平成 29年度　静岡県総合教育センター所員研修 センター職員他 専門研修
134 1月 13日 埼玉県教育委員会

東京大学　CoREF 未来を拓く「学び」プロジェクト　平成 29年度シンポジウム プロジェクト参加教員、一般 一般向け

135 1月 14日
‒15日 大分県教育委員会 授業スキル研究会に係る公開授業及び授業研究 県内高校教員 専門研修

136 1月 15日 埼玉県立秩父農工科学高等学校 授業研究会 校内教職員 校内研修
137 1月 18日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町「学びの変革」指定校合同研究会 町内教員／指導主事 一般向け
138 1月 19日 静岡大学教育学附属静岡中学校 平成 29年度　静岡大学教育学部附属静岡中学校「先進講話」 県内小中高教員、教育関係者 専門研修
139 1月 22日 日南町立日南小学校・中学校 日南小中合同研修会 校内教職員 校内研修
140 1月 24日 埼玉県教育委員会 平成 29年度　高等学校初任者研修　授業力向上研修Ⅴ 県内高校初任者 年次研修
141 1月 27日 東京大学　CoREF 平成 29年度　第 8回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
142 1月 27日 新しい学びプロジェクト研究協議会　

東京大学　CoREF 新しい学びプロジェクト教科部会 プロジェクト参加教員 専門研修

143 1月 28日 新しい学びプロジェクト研究協議会　
東京大学　CoREF 新しい学びプロジェクト　平成 29年度報告会 プロジェクト参加教員、一般向け 一般向け

144 1月 29日 久喜市立江面第二小学校 校内研修 校内教員 校内研修
145 2月 1日 九重町教育委員会 九重町「協調学習」研究会 町内教員 専門研修
146 2月 2日 山口県教育センター 平成 29年度　やまぐち教育フォーラム 県内教職員等 一般向け
147 2月 9日 高知県立高知南高等学校 高知南中学校高等学校グローバル教育研究発表会 県内教職員等 一般向け
148 2月 13日 岩国市立岩国西中学校 「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト第 4回授業

公開 県内教職員等 専門研修
149 2月 14日 埼玉県高等学校数学教育研究会 埼玉県高等学校数学教育研究会発表会 県内外の中高教員及び教育関係者 専門研修
150 2月 16日 福井県教育総合研究所 平成 29年度　第 32回福井県総合教育研究所研究発表会 県内外の教職員・教育関係者 専門研修
151 2月 16日 久喜市立江面第二小学校 校内研修 校内教員 校内研修
152 2月 17日 山形県立東桜学館高等学校 平成 29年度山形県立東桜学館中学校・高等学校 SSH課題研

究「未来創造プロジェクト」中高合同発表会 学内教職員、保護者 一般向け
153 2月 17日 山形県教育庁 山形県立東桜学館中学校・高等学校 SSH運営指導委員会 運営指導委員会
154 2月 24日 東京大学　CoREF 平成 29年度　第 9回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
155 2月 27日 飯塚市教育委員会 平成 29年度飯塚市協調学習推進に係る研究会第 2回 町内教職員 専門研修
156 3月 18日 独立行政法人国際協力機構 教師海外研修最終報告会 関係教員 専門研修
157 3月 24日 東京大学　CoREF 平成 29年度　第 10回本郷学習科学セミナー（一般公開シン

ポジウム） 関係小中高校教員／指導主事／一般 一般向け
158 3月 30日 学校法人清風学園 アクティブ・ラーニング研修 学内教職員 校内研修

表 32：平成 29年度の研修実施状況一覧（2/2）
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